
1５９

て
錯
雑
し
た
此
會
史
経
済
史
の
全
蔵
を
一
個
の
法
則
的
見
解
に
よ

っ
て
律
し
去
ら
う
と
す
る
立
場
は
飴
り
に
自
然
科
學
的
で
あ
る
。

歴
史
を
支
配
す
る
偶
然
性
の
問
題
は
も
っ
と
大
き
く
考
へ
ら
る
可

き
も
の
で
あ
り
、
叉
歴
史
が
事
賓
と
し
て
我
々
に
示
し
て
ゐ
る
も

の
は
常
に
自
然
的
な
る
も
の
、
畦
會
的
経
済
的
な
る
も
の
或
は

個
性
的
精
榊
的
な
る
も
の
等
の
雑
多
に
相
開
せ
る
複
雑
な
る
様
相

で
あ
る
。
そ
れ
は
常
に
定
則
的
よ
り
も
寧
ろ
多
分
に
偶
然
的
で
あ

り
、
絶
對
的
な
る
も
の
ｘ
表
現
で
あ
る
よ
り
寧
ろ
常
に
相
對
的
な

る
も
Ｏ
Ｘ
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
歴
史
は
形
式
的
論
理
に
よ
っ

て
把
握
せ
ら
れ
る
も
Ｑ
で
は
な
く
し
て
直
観
に
よ
っ
て
把
握
せ
ら

れ
歴
史
的
論
理
に
よ
っ
て
理
解
さ
る
可
き
も
０
で
あ
る
。
か
ｘ
る

見
方
か
ら
す
れ
ぱ
、
陳
氏
の
。
立
て
た
佃
傭
獣
會
な
る
概
念
も
亦
充

分
批
判
検
討
の
對
象
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
而
し
要
す

る
に
本
書
の
持
つ
意
味
は
そ
れ
か
。
如
何
な
る
訣
鮎
が
あ
り
、
又
如

何
な
’
る
立
場
に
あ
る
に
し
ろ
、
従
来
の
支
那
の
祀
會
史
家
経
済
史

家
が
陥
っ
て
ゐ
た
無
反
省
な
西
欧
的
理
論
追
隨
の
盲
動
的
見
解
か

ら
脱
し
て
、
全
く
一
個
の
支
那
狽
自
の
此
會
形
態
を
認
識
せ
ん
と

し
た
所
に
あ
り
、
そ
の
努
力
の
跡
は
充
分
認
め
ら
る
る
の
で
あ
る
。

即
ち
本
書
は
此
０
意
味
で
支
那
に
於
け
る
吐
會
経
済
史
研
究
史
上

に
於
げ
る
一
個
０
清
算
書
で
あ
り
、
叉
将
来
に
對
す
る
問
題
を
展

開
し
た
阿
の
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
や
う
。
そ
れ
故
に

私
は
本
書
は
将
来
の
學
者
が
支
那
の
祀
會
史
経
済
史
の
研
究
に
営

つ
７
は
必
ず
一
度
は
顧
み
で
批
判
の
對
象
と
し
な
夕
れ
ｒ
な
ら
ね

も
の
で
十
把
一
束
し
て
書
庫
の
塵
に
埋
ら
せ
て
置
く
の
に
は
惜
し

い
本
で
あ
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　

（
宇
都
宮
清
吉
）

　

古
閑
地
に
関
す
る
研
究
三
種

　

本
年
九
月
の
掲
貢
學
月
列
（
六
省
三
期
）
に
葉
國
慶
氏
０
「
冶
不

在
今
幅
洲
辨
」
と
言
ふ
小
論
文
が
出
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
昨
年
十
月

努
斡
氏
が
國
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
列
（
第
五
本
第
一

分
）
に
「
漢
音
闇
中
建
置
考
」
を
著
は
し
て
、
葉
氏
が
１
　
て
燕
京

學
報
（
第
五
期
）
に
登
表
し
た
「
古
闇
地
考
」
に
反
對
し
た
０
に
對

す
る
滸
駁
な
の
で
あ
る
。
我
が
國
で
は
和
田
教
授
か
本
年
六
月
の

本
誌
（
第
一
巻
第
五
読
）
上
に
於
い
て
、
市
村
博
±
０
詮
を
援
用

し
、
「
秦
の
闇
中
郡
に
就
い
て
」
な
る
論
文
を
公
に
し
て
葉
氏
の
脆

を
非
難
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
啓
氏
と
は
褐
立
に
登
表
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
偶
然
に
も
葉
、
啓
二
氏
の
箆
を
調
停
し
た
か
の
様

に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

此
處
に
問
題
と
な
る
冶
聡
は
別
と
七
て
、
頴
建
に
明
ら
か
に
郡

嘱
が
置
か
れ
た
の
は
後
僕
末
か
ら
の
事
で
あ
る
が
、
開
登
が
非
常
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に
後
れ
た
焉
、
此
ｏ
地
方
の
状
態
は
長
く
暗
黒
ｏ
中
に
閉
さ
れ
て

ｇ

　
　

ゐ
た
・
後
世
閔
ふ
こ
】
具
ば
今
の
扁
建
を
指
す
名
孵
で
あ
る
事
は
言

　
　
　

ふ
迄
も
な
い
が
、
秦
の
閔
中
郡
や
漢
代
の
閔
越
が
現
在
の
何
處
に

　
　
　

富
る
か
と
言
ふ
と
未
だ
明
ら
か
で
な
く
古
来
異
論
が
多
い
。
漢
初

　
　
　

の
関
越
の
都
は
史
記
東
越
傅
に
依
れ
ば
東
冶
で
あ
る
が
、
漢
書
閔

　
　
　

越
傅
で
は
冶
と
な
っ
て
ゐ
る
。
此
の
冶
は
漢
書
地
理
志
會
稽
郡
二

　
　
　

十
六
巍
中
に
数
へ
ら
れ
て
居
り
、
又
同
書
巌
助
傅
に
も
「
閔
王
以

　
　
　

八
月
畢
兵
於
冶
南
。
」
と
あ
り
、
其
の
注
に
は
蘇
林
を
引
い
て
「
山

　
　
　

名
也
。
今
名
東
冶
。
」
と
あ
る
。
績
漢
書
郡
國
志
會
稽
郡
の
條
に
東

　
　
　

部
侯
國
と
言
ふ
者
が
あ
る
が
、
國
は
官
の
誤
で
あ
っ
て
、
後
漢
書

　
　
　

鄭
弘
傅
注
所
引
太
康
地
記
に
「
漢
武
名
東
冶
。
後
改
埓
東
侯
官
。
」

　
　
　

と
あ
る
の
に
依
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
冶
と
東
冶
即
ち
侯
官
と
は

　
　
　

同
所
で
あ
っ
て
今
日
０
扁
州
に
富
る
と
考
へ
る
の
は
従
来
の
通
説

　
　
　

で
あ
る
。
銭
大
阪
（
二
十
二
史
孜
異
）
や
沈
欽
韓
（
後
漢
書
疏
鐙
）
等

　
　
　

の
唱
へ
る
所
で
あ
り
。
。
王
國
維
は
巧
み
な
考
誼
に
依
っ
て
之
を
強

　
　
　

調
し
た
。
（
観
堂
集
林
巻
十
二

　

漢
會
稽
東
部
都
尉
治
所
考

　

後
漢
會
稽

　
　
　

東
部
侯
官
考
）

　
　
　
　

然
る
に
此
處
に
問
題
と
な
る
の
は
、
按
漢
書
郡
國
志
會
稽
郡
に

　
　
　

「
章
安
故
冶
。
閔
越
地
。
光
武
更
名
。
」
と
あ
る
一
條
で
あ
る
。
後

　
　
　

漢
の
章
安
は
今
の
台
州
に
営
る
か
ら
ヽ
。
之
を
誤
と
し
て
斥
け
る

か
、
之
に
依
っ
て
閔
越
の
都
を
浙
南
に
あ
り
と
す
る
か
否
か
の
疑

義
を
生
す
る
わ
け
で
あ
る
。
葉
國
慶
氏
の
研
究
は
此
の
條
を
全
く

無
硯
し
た
王
國
維
の
誕
に
對
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
閔
越

の
都
を
東
冶
と
す
る
史
記
を
・
誤
と
し
、
漢
書
に
冶
と
あ
る
を
正
し

や除
東
越
。
以
其
地
鴛
冶
。
井
属
會
稽
。
而
立
東
部
都
尉
。
」
と
あ
る

様
に
、
冶
に
都
尉
を
置
い
た
記
事
は
あ
り
、
叉
東
冶
と
侯
官
と
を

互
稀
す
る
例
は
あ
る
が
、
冶
に
侯
官
を
置
い
た
と
言
ふ
事
は
な

い
。
蓋
し
冶
と
東
冶
と
は
別
地
で
あ
っ
て
、
前
漢
の
冶
か
後
漢
で

章
安
と
な
り
、
東
冶
が
東
侯
官
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
用
地
共
に

浙
南
に
あ
り
、
冶
は
台
州
、
東
冶
は
温
州
附
近
に
あ
っ
た
ら
し

い
。
三
國
に
な
っ
て
頴
建
に
郡
謳
が
置
か
れ
た
有
様
か
ら
言
っ
て

も
中
央
勢
力
の
南
進
と
共
に
此
の
地
方
も
次
第
に
開
拓
さ
れ
て
行

っ
た
の
で
あ
っ
て
、
已
に
前
漢
時
代
か
ら
巡
か
中
間
空
地
を
隔
て

た
幅
州
の
附
近
に
懸
が
。
置
か
れ
た
筈
か
な
い
。
又
逡
境
の
要
地
に

設
け
ら
れ
蕃
夷
の
緩
撫
に
従
事
す
る
職
で
あ
っ
た
侯
官
の
冶
所

も
、
や
は
り
之
と
共
に
南
遷
し
て
終
に
幅
州
に
其
の
名
を
止
め
た

者
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
漢
初
に
於
け
る
閔
越
の
本
攘
は
浙
南
に

あ
っ
た
と
言
ふ
の
が
そ
の
結
論
で
あ
る
。

　

次
に
勢
輸
氏
の
脆
を
述
べ
る
と
、
統
漢
志
に
「
章
安
故
冶
云
々
」
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おj

と
あ
る
の
は
、
其
０
　
條
の
注
に
引
い
た
「
本
鄭
籐
南
之
廻
浦
郷
。

章
帝
章
和
元
年
立
。
」
と
言
ふ
太
康
地
記
と
も
矛
盾
が
あ
り
。
宋
書

州
郡
志
は
下
歴
代
地
志
の
疑
を
挾
ん
で
ゐ
る
所
で
あ
る
。
従
て
古

来
技
志
を
以
て
誤
と
す
る
者
が
多
い
。
冶
と
東
冶
は
蘇
林
の
言
ふ

如
く
同
地
を
指
す
も
の
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
前
漢
の
廻
浦
餌
が

後
漢
の
章
安
・
永
寧
０
二
屑
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
前
の
冶
餌
は

後
の
東
部
侯
官
、
後
清
末
の
建
安
・
漢
興
・
南
平
・
侯
官
四
謳
Ｏ

地
に
営
る
。
而
し
て
冶
卸
ち
東
冶
が
海
ロ
で
あ
っ
た
事
は
明
ら
か

で
あ
る
か
ら
、
幅
建
地
方
震
達
０
大
勢
か
ら
考
へ
て
、
今
日
０
隔

州
附
近
と
す
る
０
は
営
然
で
あ
る
　
０
臭
志
孫
皓
傅
に
建
安
海
道
と

あ
る
の
は
東
冶
よ
り
南
海
に
赴
く
道
を
指
し
た
者
に
相
違
な
く
、

臭
が
そ
の
地
に
典
船
校
尉
を
置
い
た
理
由
も
わ
か
る
。
然
し
乍
ら

冶
屑
（
帥
ち
東
冶
の
洽
所
）
と
侯
官
と
は
別
地
で
あ
っ
て
、
後
漢
が

冶
蒜
を
腹
し
て
か
ら
、
そ
の
地
は
侯
官
の
所
属
と
な
;
C
v
、
侯
官
は

後
漢
末
に
謳
を
置
か
れ
て
今
日
に
及
ん
だ
。
東
冶
は
晋
代
に
な
っ

て
晋
安
郡
と
な
っ
た
も
の
で
、
今
日
の
関
餌
に
営
る
。
要
す
る
に

古
代
の
関
越
漢
の
冶
鋸
０
地
の
大
部
分
は
現
在
の
幅
建
地
方
で
あ

る
と
す
る
説
で
あ
る
。

　

之
に
對
す
る
葉
氏
の
反
駁
は
大
儒
に
於
い
て
前
説
を
反
復
す
る

の
み
・
で
何
等
新
味
が
な
い
。
唯
清
書
巌
助
傅
忙
見
え
る
越
王
が
南

し
て
保
っ
た
H
J
言
ふ
泉
山
政
今
の
禰
建
北
部
の
浦
城
麻
に
あ
る
と

言
ふ
事
を
主
張
し
て
、
蘭
越
の
本
叢
が
浙
南
に
あ
っ
た
と
し
て
ゐ

‘
る
の
で
あ
る
。
後
漢
書
の
三
國
志
に
見
え
る
東
冶
は
東
南
海
上
交

通
の
要
地
と
し
て
相
営
に
条
え
た
所
で
あ
り
、
後
漢
書
方
術
傅
の

徐
登
の
如
き
は
此
の
地
の
人
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
努
氏
が
府

湊
時
代
か
ら
扇
が
置
か
れ
た
理
由
を
説
明
す
る
の
■
?
Ｓ
>
Ｊ
。
　
M
る
鮎
に

基
く
０
で
あ
る
が
、
後
の
頴
建
開
震
０
状
態
か
ら
考
へ
て
疑
を
挾

む
饒
地
が
な
ｓ
で
も
な
い
。
葉
氏
が
冶
は
幅
建
に
あ
っ
た
筈
は
な

い
と
主
張
す
る
理
由
も
成
立
つ
の
で
あ
る
。
。
然
し
侯
官
屑
は
明
ら

か
に
晋
代
か
ら
幅
建
に
あ
っ
た
事
賓
か
ら
み
る
と
、
葉
氏
０
言
ふ

様
に
後
漢
・
三
國
・
音
と
代
を
経
ゐ
に
従
っ
て
侯
官
の
冶
所
も
會

稽
よ
り
建
安
・
晋
安
へ
と
南
遷
し
て
行
っ
た
と
考
へ
る
事
は
齢
り

附
會
に
過
ぎ
る
様
で
あ
る
。

　

次
に
和
田
教
授
の
説
を
述
べ
る
前
に
市
村
博
士
の
冶
と
東
冶
と

に
開
す
る
解
憚
（
東
洋
學
報
第
八
巻
第
一
胱

　

唐
以
前
の
凧
建
及
び
墨
湾

に
就
い
て
）
を
見
る
に
、
漢
書
か
蘭
越
の
都
を
冶
と
改
め
た
の
は
誤

で
史
記
に
従
っ
て
冶
と
す
る
の
が
正
し
く
イ

見
え
る
様
に
今
日
の
台
州
附
近
で
あ
る
。
蘭
越
の
北
に
あ
っ
た
東

甑
が
温
州
の
附
近
で
あ
っ
た
事
は
誤
が
な
い
か
ら
、
蘭
越
は
頴
建

忙
営
や
、
そ
の
都
東
冶
は
三
國
臭
志
賀
斉
傅
に
、
「
王
朗
奔
東
冶
。
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侯
官
長
商
升
焉
朗
起
兵
。
」
と
あ
る
侯
官
即
ち
今
日
の
傷
州
侯
官
報

皿

　
　

で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
和
田
教
授
に
依
れ
ば
、
若
し
間
越
が
今

　
　

の
浙
南
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
地
は
明
ら
か
に
漢
の
領
域
に
属

　
　

す
る
か
ら
、
武
帝
が
秦
の
始
皇
を
襲
っ
て
閔
中
郡
の
故
稲
を
同
復

　
　

し
な
か
っ
た
筈
が
な
い
。
叉
間
越
は
廣
東
地
方
に
錨
っ
て
ゐ
た
南

　
　

越
と
境
を
接
し
て
ゐ
た
事
は
疑
な
く
、
秦
代
に
於
け
る
東
甑
・
間

　
　

越
・
南
越
と
言
ふ
民
族
分
布
の
状
態
か
ら
考
へ
て
、
東
甑
か
浙
南

　
　

に
居
っ
た
事
は
疑
が
な
い
か
ら
、
間
越
は
そ
の
南
即
ち
今
日
の
幅

　
　

建
に
ゐ
た
者
と
見
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
而
し
て
秦
か
営
時
か
ｘ
る

　
　

逡
鄙
０
地
に
郡
を
置
い
た
理
由
は
始
皇
三
十
三
年
南
越
を
討
乎
し

　
　

た
威
に
渥
れ
て
閔
越
が
秦
に
降
っ
た
結
果
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の

　
　

地
に
郡
は
置
い
た
が
、
名
義
上
の
者
で
何
等
特
別
の
施
設
を
す
る

　
　

事
も
な
く
漢
代
に
到
っ
・
た
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　

以
上
は
和
田
教
授
の
脆
の
概
要
で
あ
っ
て
、
間
越
の
位
置
を
営

　
　

時
０
大
勢
か
ら
見
て
今
日
０
幅
建
に
営
る
事
を
明
快
に
諭
ぜ
ら
れ

　
　

た
者
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
冶
と
東
冶
と
の
関
係
に
就
い
て
は
全
く

　
　

市
村
博
士
に
従
は
れ
て
ゐ
る
０
は
物
足
ら
な
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
一

　
　

鰻
市
村
博
士
が
間
越
の
都
た
る
東
冶
と
、
漢
書
地
理
志
の
冶
謳
と

　
　

が
同
一
で
な
い
4
J
論
ぜ
ら
れ
る
根
錨
は
績
漢
志
０
「
章
安
故
冶
。

　
　

間
越
地
光
武
更
名
。
」
と
言
ふ
一
條
で
あ
る
が
、
之
に
は
明
ら
か
に

蘭
越
地
と
あ
る
。
倚
東
既
の
位
置
を
温
州
と
断
定
せ
ら
れ
た
第
一

の
理
由
は
同
じ
く
績
漢
志
に
「
永
寧
。
永
和
三
年
以
章
安
眠
東
瓶

郷
焉
眠
。
」
と
あ
る
記
事
で
あ
る
。
さ
う
し
て
冶
眠
は
今
日
０
台
州

に
あ
る
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
東
甑
が
閔
越
の
南
に
来
る

と
言
ふ
不
合
理
を
生
す
る
。
思
ふ
に
績
漢
志
に
は
誤
り
が
あ
っ

て
、
後
漢
の
章
安
溺
の
附
近
、
略
々
前
漢
の
廻
浦
眠
に
営
る
處
こ

そ
東
甑
の
故
地
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
漢
書
地
理
志

を
見
る
と
會
稽
郡
の
最
南
の
眠
は
廻
浦
と
冶
で
あ
る
。
此
の
二
懸

は
、
武
帝
の
閔
越
征
伐
の
後
置
か
れ
た
も
の
で
、
廻
浦
が
東
甑
の

地
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
冶
眠
も
恐
ら
く
殆
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て

閔
越
の
地
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
次
に
注

意
す
べ
き
事
は
史
記
及
び
後
漢
書
、
三
國
志
（
具
志
将
欽
傅
を
除
く
）

に
は
東
冶
と
の
み
あ
っ
て
、
冶
が
殆
ん
ど
見
常
ら
ぬ
事
で
あ
る
。

然
る
に
漢
書
で
は
地
理
志
を
始
め
三
箇
所
で
は
あ
る
が
悉
く
冶
と

な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
地
理
志
に
基
い
て
漢
書
の
著
者
が
史
記
の
文

字
ま
で
も
改
め
統
一
し
た
の
で
あ
ら
う
。
武
帝
が
治
眠
を
置
い
た

の
は
逡
境
開
拓
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
其
の
治
所
は
恐
ら

く
営
時
の
閔
越
の
都
た
る
東
冶
に
置
か
れ
た
と
思
は
れ
る
。
然
し

寧
ろ
名
義
的
な
者
で
あ
っ
て
、
疆
域
の
如
き
も
明
ら
か
で
な
く
、

普
通
に
は
東
冶
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
や
が
て
冶
眠
は
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腹
さ
れ
た
が
東
冶
は
海
上
交
通
の
要
地
で
あ
っ
た
焉
に
侯
官
が
置

か
れ
後
湊
末
に
及
ん
だ
も
の
と
見
え
る
。
此
０
地
方
の
地
理
沿
革

が
不
明
瞭
に
な
り
孤
々
の
誕
が
行
は
れ
る
に
至
っ
た
０
は
、
か
λ

る
冶
扇
の
曖
昧
な
存
在
に
基
く
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
か
く
て
私
は

略
々
従
来
０
脆
を
信
じ
乍
ら
、
冶
と
東
冶
と
の
開
係
に
就
い
て
は

右
の
如
く
考
り
た
い
。
聊
か
卑
見
を
述
べ
て
批
評
に
代
へ
る
次
第

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
日
比
野
丈
夫
）

四
四
満
洲
責
録

　

東
洋
史
研
究
會
叢
刊
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今

　

西

　

春

　

秋
諜
稿

　
　
　
　

東
洋
史
研
究
會
は
隔
月
に
「
東
洋
史
研
究
」
を
世
北
問
ふ
の
降

　
　
　

か
、
學
術
資
料
の
刊
行
を
計
畳
し
、
そ
の
叢
書
を
「
東
洋
史
研
究

　
　
　

會
叢
刊
」
と
名
づ
け
た
。
今
度
そ
の
第
一
冊
と
し
て
同
人
今
西
春

　
　
　

秋
學
士
の
諜
忙
か
λ
る
満
和
對
譚
満
洲
賞
録
を
推
し
た
。

　
　
　
　

同
書
は
奮
奉
天
崇
謨
閣
所
蔵
の
満
洲
賓
録
を
テ
キ
ス
ト
に
用
ひ

　
　
　

そ
の
満
文
０
箇
所
を
願
諜
し
た
も
０
で
あ
る
。
満
文
は
メ
レ
ｙ
ド

　
　
　

ル
フ
０
式
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｉ
ヾ
ナ
イ
ス
し
、
之
に
諜
文
を
附
し
た
美

　
　
　

濃
版
洋
紙
で
凡
そ
四
百
頁
０
大
冊
で
あ
り
、
解
脆
並
に
人
名
地
名

Ｊ
‐

　
　

索
引
を
附
し
た
良
心
的
な
書
で
あ
る
。
今
日
満
洲
文
を
解
讃
す
る

６ｊ

　
　

事
に
於
い
て
す
ら
可
成
り
の
苦
努
を
要
す
る
時
ゝ
諜
者
は
難
解
な

る
育
録
を
全
課
し
、
且
之
が
謄
寫
に
従
事
す
る
事
一
年
齢
＃
-
-
文
字

通
り
猫
力
に
て
成
っ
た
書
で
あ
る
。
吾
々
は
此
り
書
を
手
に
し
て
。

敏
め
て
譚
者
０
刻
苦
精
働
り
程
を
思
ひ
、
衷
心
か
ら
の
薇
意
を
捧

げ
る
に
吝
で
は
な
い
。

　

譚
者
は
「
浦
洲
育
録
は
稀
栽
の
書
で
あ
り
、
常
人
の
披
見
の
不

可
能
な
る
事
を
思
ひ
、
索
引
代
り
に
此
の
書
の
譚
刊
を
思
ひ
た
っ

た
」
と
謙
譲
な
る
言
葉
を
述
べ
て
居
る
が
、
貢
は
譚
者
の
一
日
頃
志

す
史
科
の
巌
密
な
る
批
判
か
ら
出
登
し
た
そ
の
成
果
の
育
践
を
見

る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　

近
時
清
太
胆
育
録
に
就
い
て
見
て
も
数
種
類
の
刊
行
を
見
た
。

満
洲
賓
録
も
そ
０
一
で
あ
る
が
同
書
の
特
色
は
満
漢
蒙
０
三
健
で

記
さ
れ
た
所
謂
檜
入
本
で
あ
る
鮎
に
存
す
る
。

　

今
西
學
士
は
そ
の
劈
作
「
清
三
朝
貢
録
の
纂
修
」
（
史
林
十
九
巷

三
。
四
葬
）
に
於
い
て
之
等
一
聯
の
貢
録
を
最
密
に
批
判
系
統
づ
け

て
所
謂
満
洲
貢
録
０
満
文
を
以
っ
て
、
尤
も
原
初
的
な
形
式
と
し

た
。
そ
し
て
「
太
阻
貢
録
に
依
捺
せ
ん
と
す
る
時
に
は
先
づ
満
洲

育
録
に
Ｉ
襖
り
そ
の
他
の
漢
文
責
録
、
或
は
改
修
貢
録
の
如
き
は
之

を
一
の
解
憚
と
し
て
參
考
す
れ
ぼ
よ
い
と
云
ふ
事
に
な
る
」
と
の

結
論
を
下
し
た
。
我
々
は
こ
の
見
解
に
従
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

’
更
に
満
文
満
洲
資
録
の
重
要
性
は
同
學
士
の
指
摘
の
如
く
之
を
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